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時代を見つめて
両国国技館（令和元年5月26日）
トランプ大統領千秋楽を観戦

　「今
いま

、国技館の駐車場にトランプ大統領が到着いたしました。まもなく会場に来られますので、皆様拍

手でお迎えください」と場内アナウンスがあり、少々の時間が経過した。最後の 3番程の取組を観戦の

予定と聞いていたが、少々早めに到着したのか未だ 5取組が残っていた。大統領の入場を間近にひかえ

た為、残り 5番目の取組が中断して約 7分程待った後、大統領と安倍首相が入口にあらわれた。たちま

ち「ウォー」と言う喚
かんせい

声と共に全員起
き り つ

立し、カメラやスマホなどが目立った。それでも 4～ 5分後には取

組が開始され、平常通りに取り戻す。事前のうわさでは「升席」を100席程確保しているのではと聞いて

いたが、ほぼ午後 3時半頃までには全席一般客で平常通りに満席になったように見えた。今回私は早め

に入場しようと1時頃に両国についたが駅前より列が続き入館するのに30分程かかって1時半を過ぎて

いた。話によると 2時過ぎに来た人達は 1時間半

以上かかったと聞いた。入場券チェックの後、持

参の手荷物の検査に時間がかかり、缶・ボトル等

全部没収となり、場内の自動販売機も全部売止め

となっていた。場内では紙コップでの販売があり、

10分～20分程かかったようである。もちろん升席

は茶ビンではなく紙コップでのサービスはあった。

そして入場の際、一枚の用紙が配布された。配布

された用紙をそのまま記してみる

　「アサノヤマ」大統領杯授与

　令和初の国賓として来日したドナルド・トラン

プ大統領（72才）は、26日、安倍晋三首相（64才）

とともに東京・墨田区の両国国技館を訪れ、大相

撲夏場所千秋楽を観戦した。現職米大統領の大相

撲観戦は初めてである。升席に設置された1人掛

けソファに座って楽しむと、表彰式では土俵に上

がり、初優勝した西前頭 8枚目「朝乃山」（25才）に 当日配布された用紙
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「米国大統領杯」を授与。異例の厳戒警備の中、日本の「国技」を観戦した。

　サンスポ新聞紙上の見出しである。

　また、世界を動かすトップリーダー、トランプ大統領も神が宿る土俵の上では郷に従った。米国大統

領による初の大相撲観戦、すべての取組を終え、表彰式が始まった。安倍首相が初優勝の朝乃山に内閣

総理大臣杯を贈り、そのまま土俵内に残った。そして、今回の観戦に合わせて贈呈が決まった「米国大

統領杯」が運び込まれる。西方に白木の簡易式乗降階段が設置され、トランプ大統領が土俵へ足を踏み

入れて一礼した。土足厳禁の土俵の上に、スーツにピンクのネクタイを締めたトランプ大統領も黒色の

スリッパに履きかえて上ってきた。

※入口に安倍首相の顔と八角理事長の顔が見える ※満員御礼の札が下り、今日は超満員であった

※正面の升席をソファーに変えて、シートがかぶって
いる所が4人の席である

※升席をソファーに変えて、シートを取った所、まも
なく入場する

※アップで写した御両人。何か話しているようだ。SP
の目は厳しい

※着席し観戦が始まった。SPにかこまれて相撲を観る
大統領と安倍首相
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　「スモウ　グランドチャンピオン」。左手に賞状を持ち、英語で栄誉をたたえ「アサノヤマ」と四股名を

読み上げた。授賞の日付として「レイワ・ワン（令和元年）」と口
くち

にした。アメリカで製作された約137セ

ンチ、30キロの大統領杯を直接手渡された朝乃山は「（大統領は）大きかった。四股名を呼んでくれてう

れしかった」。大統領は身長190センチ、朝乃山より 3センチ高いのである。

　異例ずくめの初観戦だった。この日午前、千葉・茂原市の「茂原カントリー倶楽部」で安倍首相とゴル

フをプレーした大統領は午後 4時57分に国技館の通路に姿を見せた。羽織はかま姿の日本相撲協会・八

角理事長（元横綱北勝海）に先導され、安倍首相と並んで手を振りながら入って来た。

　満員の約 1万 1千人がいっせいに立ち上って（前にも記したが）拍手を送り、スマートフォンで撮影す

る中、あぐらをかけないとされるトランプ夫妻への配慮で、土俵に近い升席最前列に設置された 1人掛

けイスソファーに首相と並んで着席した。腕を組み、真剣な表情で結びまでの 5番を観戦した。この日

の国技館は厳戒態勢が敷かれていた。多くの警察官、SP、特に地元本所警察は大変なようであった。前

にも記したように、「ご注意」のチラシ配布もあって、懸念された観客席からの座布団が舞うシーンは

まったくなかった。前日優勝も決まっていた為に勝負の決定戦もなかったので、最興奮もなかったこと

もある。

※優勝カップを渡し、賞讃する安倍首相の心はいかに

※優勝カップを渡し、「朝乃山」をたたえるトランプ大
統領

※賞状を読みあげる安倍首相、「朝乃山」の緊張が伝わる

※土俵にスリッパで上り、これから賞状を読みあげよ
うとする、トランプ大統領
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　トランプ大統領の後方で土俵を見届けた八角理事長は、米国大統領杯の授与について、「日本相撲協会

を代表して深く感謝申し上げます。大統領杯は来年以降も 5月場所の優勝力士に授与されることになり

ました」とコメントしたという。

　相撲と日米外交についてちょっとふれると、その端緒は江戸時代までさかのぼる。黒船で神奈川・浦

賀に到着したペリー提督が1854年（嘉永 7）3月に日米和親条約を締結した、一行を迎えたその時、中に

力士も何人かいたと書かれている。

　こんな事から、今回のこの「米国大統領杯」は、日米友好が「力士達」として土俵に残ることになったの

である。

大統領の観戦位置、私の升席（★）

※国技館の見取図、正面の一番前列に大統領が着席さ
れた

※取組が全部終り、全員起立し、国歌「君が代」を歌う
直前
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　トランプ大統領が幕内優勝の朝乃山に贈った「大統領杯」について詳しく記すと、製作はもちろんアメ

リカで作られ、米ホワイトハウスの発表によれば、高さ約54インチ（約137センチ）、重さは60～70ポ

ンド（約27～32キロ）で、約40キロの総理大臣杯よりも10キロ程軽いことになる。大統領の紋章が刻印

され、上部には米国の国鳥である「ワシ」が乗っかっている。写真を見て、おわかりの通りである。

　現場に立合って感動や驚き等も何度かあったが、前にも記したように百席あまり、升席を用意された

と聞いてその様子は現場では見あたらなかった。最後にトランプ大統領が椅子から立ち上った時、瞬時

※相撲の始まる前に神様を土俵におさめ、千秋楽が終
るとまた掘り起こし、神様を取り出す神事。この角
材が当社製である

※最後に最高行司を胴上げする神事

※令和元年夏場所千秋楽の星取表
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と言って良い程、黒ゴマ塩をちりばめたような一面場内の様子にびっくりした、黒服のSPや警察の何百

人かが同時に立ち上ったのである。それまでは厳戒態勢が敷かれていたにもかかわらず、異常とはあま

り気にならなかったのだが、この時の変化は大変驚いた。この情景は新聞にも出ていなかったようだ。

　私の升席は東側の前から 3番目、トランプ大統領席は正面だから、始終側面からうかがうことが出来

たが、笑顔は一度も見られなかった。しかし土俵に上がられた時にはほほえみを見ることが出来た。

　今回のアメリカ大統領の観戦について内外にいろいろの批判や言文もあるようだが、無事に帰国され

た事について、日本の警察や国防について賞賛したいと思う。

　日本の伝統文化の相撲が大統領にちゃんと伝わったとは思えないが、格闘技好きの大統領に最前列の

升席をソファーに変えて用意したのだから、日本側のおもてなしを多少理解したことと思う、政治観に
ついては別にして、とにかく何事もなく無事に帰国された事にひと安心という所が我々日本人の全体の

思いではなかろうか。とにかく関係者におつかれ様でした。

　資料参考

　『讀売新聞』

　『日経新聞』

　『サンケイスポーツ』

　日本相撲協会

令和元年 6月 9日記

国技館
出典：日本相撲協会　http://www.sumo.or.jp/
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